
　日本マラウイ協会
　　　　会　長

野呂　元良

　本年5月新たに会

長に任命されました

野呂元良でございま

す。2年前に副会長

に任命されて以来、

本協会に関わって来ました。今後ともよろしく

お願い申し上げます。

　来年は、マラウイ独立50周年の佳節を迎えま

す。この機会に日本とマラウイの関係を本格的

な飛躍の年にしたいと希望しております。皆さ

まのご協力をいただければ嬉しいです。

　さて、本年5月にTICAD Vのために来日され

たジョイス・バンダ大統領におよそ3年ぶりに

お目にかかり、同大統領と共に種々お話をする

機会がありました。バンダ大統領は再会を本当

に喜んでおられました。また、マラウイ初代常

駐大使である小生の活躍を高く評価して頂き、

恐縮しております。更に、今度いつマラウイを

訪問するのか、今年は訪問しないのですか、と

の御質問もあり、大変懐かしくまた有意義な語

らいを持つことが出来ました。アフリカでは2番

目の女性大統領ですが、不屈の忍耐力・精神

力と勇気と知性の三拍子を兼ね備えたアフリカ

最高の大統領の一人といっても過言ではないで

しょう。

　滞日中、横浜で、バンダ大統領の歓迎レセプ

ションが開催されましたが、在日マラウイ大使

館員始め多くのマラウイ人の友人と共に、日本

マラウイ協会の理事ら代表11名が出席すること

が出来ました。このような素晴らしい機会を設

けて頂いたNgwenya在京マラウイ大使の格別

の御配慮に厚く感謝申し上げます。この歓迎会

は、日本・マラウイ友好関係の増進に大いに貢

献したと確信しています。

　マラウイにおけるマラウイ日本協会の設立も

重要です。一日も早く、活動を開始され、本協

会との連携活動が出来ますよう祈っております。

　イギリスの歴史学者トインビーは、地球の北

極上から見た場合、歴史の流れは右回りの法則

を示しました。20世紀はアメリカとアジアの世

紀でしたが、21世紀はアジアとアフリカの世紀

を予言しています。我々はかのアフリカの地マ

ラウイに生活し、その可能性を充分認識してい

るのではないでしょうか。

　「アフリカの平和と安定なくしては、21世紀世

界の平和と繁栄はない」と日本国の総理として始

めてアフリカを公式訪問された森元総理は述べ

られました。アフリカのために働き、貢献するこ

とは、日本とアジアの平和と繁栄に直接つなが

る事を、深く自覚したいものです。

　アフリカに貢献・寄与出来るのは、マラウ

イに生活した我々です。「アフリカの温かき心」

マラウイは、そこに住む悩み多き異郷の人に

EMPATHY（他人を思いやる心）を教えてくれ

ました。その心（惻隠の情）は古来より日本精神

の中核をなすものです。マラウイと日本の共通

性は他人を思いやる温かき心であり、それ故、

我々一人ひとりがマラウイを愛し、マラウイが

忘れられないのではないでしょうか。

　アフリカの水を飲んだ者はま

た、アフリカに戻ると言われま

す。私も今度再びマラウイに降

り立つ時、真のふるさとはここ

だと思うかもしれません。

　最後にマラウイ協会を運営す

るにあたり、縁の下の力もちと

して種々アドバイスをいただい

ている竹谷事務局長はじめ各理

事には日ごろから大変ご負担を

おかけしております。これまで

の御協力・活動に対し甚深の感

謝を申し上げるとともに、今後

とも引き続き、ご協力の程よろ

しくお願い申しあげます。

　最後に、本協会会員お一人お一人のご健勝と

ご多幸を御祈念申し上げますと同時に、これか

らも両国のためにお互い連携を強化しつつ邁進

してまいりましょう。

　日本マラウイ協会の第31回通常総会が2013

年5月18日（土）15:00から、東京・市ヶ谷の

JICA地球ひろばセミナールームで開かれた。

　第１号議案では平成24年度事業報告と決算報

告および会計監査報告が次の4つの分野につい

て行われた。

（１）広報活動：機関紙KWACHA第48号、第

49号発行など。

（２）文化・交流活動：国情セミナー、シマを

食べる会開催、チェワ語辞典統合改訂2版

発行など。

（３）国際交流活動：マラウイウォームハートプ

ロジェクト募集/実施、マラウイ母の会への

協力、在マラウイ・マラウイ日本協会との

協働にむけての活動など。

（４）組織活動：会員の入会勧誘活動、長期会費

滞納者/住所移転先不明者の退会の処理な

ど。
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Kwacha（クワチャ）はチェワ語で「夜明け」を意味します。
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▲ 総会終了後、出席者全員で

新会長ご挨拶ニュース

マラウイ共和国　国旗



　第２号議案の平成25年度事業計画と予算案で

は、前年度と同様に広報活動、文化・交流活動、

国際協力活動、組織活動を中心に活動を展開して

いくことが示された。広報活動では第6回協力隊

まつり、グローバルフェスタJAPAN 2013への出

展、文化・交流活動ではチェワ語辞典統合改訂2 

版の残部販売と在マラウイ・マラウイ日本協会と

の協定締結を推進することが盛り込まれた。

　第３号議案の役員改選では数原会長の顧問就任

と野呂副会長の会長就任など新役員体制（別表）

が示された。

　各議案は質疑応答の後、議長が一同に諮り、満

場一致で承認された。

　その他として、TICAD V出席のため来日する

ジョイス・バンダ大統領歓迎レセプションを5月

31日に在京マラウイ大使館と共同で開催すること

となった。

<日本マラウイ協会役員一覧>

役職　　　氏 名 　　　経歴/マラウイ派遣年等

 ---------------------------------------------------------------

顧問 数原 孝憲 元青年海外協力隊事務局長 

  元アイルランド大使 

会長 野呂 元良 前マラウイ大使

専務理事 貝塚 光宗 青年海外協力協会理事長

理事 長沼 秀明 アフリカ開発協会事務局長

 保阪 努 青年海外協力協会常務理事 

 姫野 靖征 青年海外協力隊技術顧問 

 山村 俊之 青年海外協力協会参与

 小松 健大 S47-1 派遣 

 殿村 孝 S47-1 派遣

 中小原 淳 S49-2 派遣

 木内 行雄 元豊橋科学技術大学教授

 藤村 俊作 S50-2 後期派遣

 鶴田 伸介 S51-1 前期派遣

 吉田 均 S52-1 後期派遣

 佐藤 賢三 S53-2 後期派遣 

 郡 昭治 S55-2 派遣 

 室伏 春彦 S58-3 派遣 

 松平 隆一 S63-3 派遣 

 中川 総 H3-3 派遣 

監事 竹内 明久 S51-2 後期派遣 

 飯島 ともこ H14-3 派遣

　2013年5月31日（金）、横浜市ワークピア

にてジョイス・バンダ マラウイ大統領の歓

迎レセプションが、在京マラウイ大使館と日本マ

ラウイ協会によって行われた。当協会からは、数

原顧問、野呂会長、貝塚専務理事、竹谷事務局長、

保阪理事、姫野理事、吉田理事、中川理事、三浦

OG、野本OB、元ムズズ大学学生の今村さんが

参加した。

　会場には19：30までに集合し、大統領到着ま

で約1時間あるため、大統領に同行している政府

関係者と懇談を行うことが出来た。

　20:20に大統領が入場されると全員起立して拍

手で迎えた。雛壇に左からNgwenya在京マラウ

イ大使、中央に大統領、右手にリチャード・バン

ダ司法長官、奥には武官が座った。間もなくマラ

ウイ国歌斉唱が始まった。
　まず、在日15年になるムコンボ氏の会式の祈り

があり、当会の野呂会長の歓迎スピーチ、在京マ

ラウイ大使歓迎スピーチと会は進行した。次に在

日マラウイコミュニティ代表として、在日30年以

上になるンテンダ博士のスピーチが行われた。博

士はマラウイの運輸通信の改善、国外で活躍する

国民へのさらなる支援等を述べた。

　大統領からは、日本の支援、JOCVのマラウイ

国内の各分野での継続的協力への謝意が述べられ

た。その後、大統領へのプレゼントセレモニーに

入り、当会からは野呂会長よりチェワ語辞典統合

改訂2版と野呂会長とインダナ・マンダ氏共著

Africa Awaking（詩集）、当会の紹介文書（英語

版）が贈呈された。また、飛び入りでマラウイで

ヒットした山田耕平ＯＢの歌が本人により披露さ

れ、大統領もご満悦だった。

　最後に大統領を囲んで記念集合写真を撮り、お

開きとなった。

　
日本マラウイ協会は2013年7月13日(土)、東

京・市ヶ谷のJICA 地球ひろばでマラウイ独立

49周年記念行事として、新帰国隊員報告会、国

情セミナーおよびシマを食べる会を開催した。

　新帰国隊員報告会は今回からの企画で、14:30

から平成22年度3次隊の佐藤健大OB（家畜飼育）

が本来業務と余暇活動を含めたプレゼンテーショ

ン資料を用いて報告した。

　国情セミナーは15:00から、在京マラウイ国臨

時代理大使 Ms. Rosemary Kanyukaが最近のマ

ラウイ国内情勢や日本との関係について講演と質

疑応答を行った（要旨は次記事参照）。

　16:00からはシマを食べる会に移った。冒頭、

物故隊員へ1分館の黙祷を行い、次にテーフ_

によるマラウイ警察音楽隊のマラウイ国歌演奏、

野呂会長の独立49周年への祝辞、Rosemary 

Kanyuka臨時代理大使の答辞、大使館職員と職

員家族の紹介と進み、乾杯で会は始まった。

　臨時代理大使・

大使館職員・家族・

OB/OGら70名 を

超える参加者は、シ

マを食しながら独立

記念日を祝い、懇親

を深めた。また、会

の後半では、民芸品

などが当たるお楽し

み抽選会が行われ、

当選者は歓喜に沸い

た。　
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▲ 大統領と当会の吉田理事、ンテンダ博士 ▲帰国報告する佐藤健大OB

ジョイス・バンダ大統領
歓迎レセプションニュース

独立記念日行事開かれるイベント

▲ジョイス・バンダ大統領を囲んで



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆　

　国情セミナー要旨（講演原稿の和訳）

■ 日時：2013年7月13日（土）

　　　　　15:00～15:40

■ 場所：JICA地球ひろば

　　　　　6階セミナールーム600

■ 講師：在京マラウイ国臨時代理大使

　　　　　Ms. Rosemary Kanyuka　
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

【はじめに】
　長らく待ち望んだシマを食べる会に際し、こう

してみなさまの前で発表することは私にとって大

きな光栄です。

　今年もシマを食べる会にマラウイ大使館を招待

くださったことに対して日本マラウイ協会に感謝

申しあげます。大使館員やその家族、さらには日

本の大学に行っているマラウイ人の仲間がこの機

会を祝福するために集まりました。

　きょうは49年前に成しとげたマラウイの独立

を祝いたいと思います。まず、マラウイ大統領ジョ

イス・バンダ博士とマラウイ国民の喜びをみな

さまと分かちたいと存じます。

　きょうの短い発表では、マラウイにおける、政

治面、経済面、社会面での進展をご紹介いたしま

す。

【政治面での進展】
　マラウイの国民は、弱者への配慮、言論の自由、

さらに国際連合の人権宣言にそったすべての人権

を実践する政策を継続しています。このことは、

マラウイに多数の政党があること、報道が自由に

行われていること、市民団体や宗教団体が自由に

自分たちの考えを表現していることによって証明

されています。マラウイは独立後50年近くにわ

たって平和を謳歌しているおり、複数政党制を導

入して20年を経た現在、マラウイの民主主義が

成長しつつあるように、マラウイも成長しつつあ

ります。

　マラウイは3度の選挙を何の衝突も無く行って

きました。このことは民主主義の真のテストであ

り憲法に基づいて国の統治が行われていることを

示すものです。昨年、前大統領が執務中に急死し

た際にも権力の移行は問題なく行われました。こ

の時には世界がマラウイを注視し、憲法と法律に

よる統治が問題なく実践されていることを目にし

ました。

【経済面での進展】
　2011年と2012年前期における停滞ののち、マ

ラウイは経済面でそれまでとは異なる進展を見せ

ています。政府は困難な状況を克服するための諸

緊縮計画を打ち出しました。そのひとつは経済回

復計画の導入です。この計画は国連ミレニアム開

発目標（訳者注）に向けた緊急計画と短期計画か

らなっています。

　経済回復計画には5つの核となる分野がありま

す。エネルギー、鉱業、農業、交通と基盤、観光

です。これらには緊急、短期、中期の施策があり、

いずれも社会経済成長のための改革を進めるもの

です。財政政策では、経済の成長、雇用の創出、

生産の拡大、輸出産品の多様化を進める分野に重

点を置いています。輸出産品の中ではすぐに外貨

を稼げる農業、漁業、観光に焦点をあてています。

　マラウイでは今年になって初めて経済回復のき

ざしが見えてきました。マラウイの今年のテーマ

は「変革への道にあるマラウイ」です。昨年の財

政状況を踏まえ、今マラウイは短中期回復計画か

ら長期回復計画に移行しつつあります。今年の重

点は、成長の持続性を高めること、および経済の

安定性を確保し国内外のショックに対する強靭性

を強化することです。

　例えば農業では、マラウイは外貨獲得を長年タ

バコに依存してきました。しかしタバコの消費動

向の変化によって、政府はダイズなどの穀物を含

む他の諸分野への多様化を決めました。とは言っ

ても、タバコは、紅茶、綿、米、ラッカセイなど

とともに、今なおマラウイの第一の輸出産品です。

マラウイ人の多くは村落部に住んでおり、主な経

済活動が自給自足的な農業であるため、政府は農

業投入財への補助のための資金を拡充していま

す。これによって農家世帯の生産が拡大するとと

もに、肥料などの農業投入財の値上がりに苦しむ

貧しい農家の負担を克服することができます。

　

【社会面での進展】
　ジョイス・バンダ大統領は国民の健康を優先

課題としました。それは、健康な国であることが

発展の秘訣だからです。また、どんな社会でも母

親は大変重要な存在であるため、政府は安全な出

産と母親への支援を重視しています。このことは、

経済的、社会的に取り残されている多くの母親の

負担を和らげるための重要な一歩です。そのため、

政府はこの事業を大変重視しており、この事業を

成功に導くために伝統的な権威者（酋長）を巻き

込んでいます。なぜなら、母子が出産前後の期

間において安全な環境を確保するために男性やコ

ミュニティの支援を展開することにおいて酋長は

強い影響力を持っているからです。

　また政府は、地方の農民の能力強化や生計向上

のために牛を配布する「一村一牛運動」を始めま

した。

　さらに政府は、小学校の教員の待遇改善を始め

ました。これは長年にわたって無視されてきた初

等教育の質を向上するために教員の動機づけとな

るものです。

　今年、いくつかの村を町に転換するために政府

はムズズ基金を立ち上げました。

　マラウイはまた全国の道路整備に対する投資を

拡大しています。この投資によって村落部は幹線

道路につながり経済活動と成長が促進されます。

【おわりに】
　マラウイは日本との関係を大切にしています。

このことは、つい先日、今年6月にジョイス・バ

ンダ大統領が横浜で開催された第5回アフリカ開

発会議（TICAD V）に参加した際にも見られまし

た。大統領と他のアフリカのリーダーたちは日本

との協力を再確認しました。また今年のテーマで

は貿易と投資さらにパートナーシップが重要性を

増しました。

　マラウイはまたJICA青年海外協力隊員の無私

の活動を高く評価しています。彼らは発達した先

進国である日本を離れ、自分の生活を犠牲にして

マラウイの奥地に赴き現地の人々と生活をともに

しています。さらに、JICA青年海外協力隊員は、

彼らの任地に希望と勤勉の精神という財産を残し

ます。

　あなた方が帰国したあとも、マラウイとの関係

を断ち切らないでください。大使館の友人になる

ことで私たちはパートナーであり続けることがで

きます。私たちマラウイ人はあなた方をもっと必

要としています。

　Arigato gozaimasu

【訳者注】
国連ミレニアム開発目標
　1　極度の貧困と飢餓の撲滅

　2　初等教育の完全普及の達成

　3　ジェンダー平等推進と女性の地位向上

　4　乳幼児死亡率の削減

　5　妊産婦の健康の改善

　6　HIV ／エイズ、マラリア、その他の疾病の　 

蔓延の防止

　7　環境の持続可能性確保

　8　開発のためのグローバルなパートナーシップ

の推進
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　<青少年センター床板貼り付けプロジェクト>

平成23年度2次隊
 和泉澤 浩

１．プロジェクト申請の経緯・概要
　1992年、先輩隊員によって始められたマラウ

イ剣道。マラウイ剣士の熱意、そして歴代隊員の

サポートによって、剣道はマラウイに根付き20年

を超えました。

　熱心に剣道の練習や普及に励むマラウイ剣士達

ですが、剣道を行なう上で様々な課題も抱えてい

ます。まず胴衣や竹刀、防具という剣道に必要な

物品の不足。そして稽古場としては不十分な環境

設備。

　マラウイ剣士の日々の稽古場として使用してい

るブランタイヤ青少年センターには、屋外にサッ

カーグラウンド、バスケットコート、テニスコー

ト等あり、屋内には多目的に使用されている施設

があります。日々の鍛錬は、床がコンクリートの

屋内施設にマットを敷き詰めて行われたり、屋内

施設が使用できない時は、屋外のテニスコートの

空いたスペースを使って炎天下の中、照りつける

直射日光で熱くなったセメントの上で裸足で行な

われていました。屋内施設の練習でも床全体に敷

くマットが十分にあるわけではなく、床がコンク

リートなため衝撃が強く身体を痛めやすく、また

施設の補修がされずひび割れが目立ち、怪我の恐

れがありました。そのような練習環境の中、剣道

を行なうに十分な設備の整った稽古場をつくる事

は、マラウイ剣士をはじめ、マラウイ剣道を支え

る隊員達の願いでもありました。

　今回、剣道の稽古を行なうためには、道具と身

体を痛めない床が必要であるとの考えから、床板

の貼り付けという本プロジェクトを

立案、計画にいたりました。このプ

ロジェクトは、今後マラウイにおい

て剣道、そして他の室内競技が発

展し、競技者の怪我の減少と健康

促進が期待できます。また施設環

境の改善から質の高い稽古を行な

え、有望選手の育成にも期待が持

たれます。

２．経過報告
2012年9月
　ウォームハートプロジェクトの申請

2013年2月
日本マラウイ協会による申請の承認及びプロ

ジェクト費用の送金

3月
　見積もり書の取り直し（物価高騰のため）

5月 工事業者及び材料の確定

6月 材料の購入、改修工事開始

7月27日 青少年センター床板完成
  剣道場初稽古

9月1日 剣道場引き渡しセレモニー

３．効果
・剣道の稽古を行なうにあたって、コンクリート

やマットの床では味わえなかった床板の上の素

足の感触の良さ、踏み込むときの感覚など木の

板だからこそ味わえる良さがあります。なによ

りコンクリートの床に比べ、足への負担が減り

稽古を充実させることができています。他の室

内競技者からも感謝の声があがっています。

・稽古場の整備によりマラウイ剣士達の剣道に対

するモチベーションもあがり、毎週の稽古にい

つもより多くの剣士が参加しています。また剣

道場で熱心に稽古する剣士達の姿を見て他のマ

ラウイアンも剣道に興味を持ち、新たに稽古に

参加してくれたりしています。マラウイ国民の

剣道への理解が深まるとともに、今後さらに多

くのマラウイアンが剣士としてマラウイ剣道を

継続させていってくれるものと思われます。

・日本の武道である剣道を剣道場で行なうことに

よって、武道の持つ精神的な部分や正座や礼儀

作法などの日本文化の理解、普及にも繋がって

いると感じます。

４．反省点
・今回のプロジェクトは、スポーツ協会との話し

合い、見積もり、業者及び材料の選定、交渉を

すべてマラウイ剣道協会の会長であるソンバ氏

を中心に行なわれ、我々日本人は、各要所での

確認のみにとどめました。そのおかげもあって、

マラウイ剣道協会が責任を持って自主的に動い

てくれましたが、マラウイペースで物事が進み

予想以上に時間がかかってしまいました。

・予想以上に青少年センター室内利用団体が多

く、多目的に使われており、競技団体だけでな

く、それ以外の団体そして青少年センター管理

団体であるスポーツ審議会との話し合いが事前
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▲ 新聞に掲載された記事

第6回ウォームハート
プロジェクト報告リポート

▲ 完成した青少年センターの床板
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▲ジョイス・バンダ大統領を囲んで

にもっと必要であったと感じました。

５．課題
・剣道場を現在の状態のまま末永く維持してい

く必要があります。ブランタイヤ青少年セン

ターの室内施設の床を板張りにし剣道場とし

ているため、剣道以外で使用する団体や利用

者も多くいます。室内施設が床板になって喜

んでくれている別の競技団体もありますが、

その他の団体や利用者に剣道場に対する理解、

取り扱い方を管理団体であるスポーツ審議会

と共に徹底していかなければなりません。

6．会計報告

【収入】
ウォームハートプロジェクト資金 1,325,697 MK

　　　　　　　(3470.47 US$ = 327,300円相当*)

マラウイ剣道サポーターによる寄付　521,802 MK

　　　合　計 　　　　　 1,847,499 MK

*「知らない国を知って、知らない人と友達になるパー

ティー」（代表：田代 恵　様）からの27,300円を含む。

【支出】
ラミネート板 1,747,500 MK

クッション材 23,766 MK

研磨スカート 2,000 MK

厚板7本 6,500 MK

添え木21本 2,730 MK

研磨 2,500 MK

フィッシャー、木ネジ、釘 4,800 MK

工事 50,000 MK

　　  合　計 1,839,796 MK

※差し引き残額である7,703MKは、マラウイ剣

道協会寄付。また、当初設置予定していまし

た鏡は、物価高騰により予算が足りないため

購入しないことにした。

平成3年度3次隊
　中川 総

　この夏、マラウイのブランタイヤに3泊4日で

里帰りしました。今回の目的は以下の4点でした。

①マラウイ協会のウォームハートプロジェクトを

使って完成した青少年センターの床板剣道場

を視察し、そこで彼らと稽古をする。

②マラウイ剣道協会がマラウイ国内初の平成25

年度外務大臣表彰を受賞することになり（マ

ラウイにおける20年以上の剣道の普及が認め

られたようです）、その表彰状授与式、兼、道

場引き渡しセレモニーに出席する。

③日本の皆様から頂いた剣道用品、頂いた募金

を使って彼らからのリクエスト品を購入しプ

レゼントする。

④マラウイ剣士たち、そしてサポートして下さっ

ている協力隊員の皆様に会ってお礼を言う。

　剣道場の木の床は日本のものとは大きく異な

りました。コンクリートの床の上に厚さ1～2セ

ンチの緩衝材を入れ、その上に木の板を張り付

けたというものでした。実際、素足の感触は意

外なことにとても良好で、踏み込む度に床が波

打つが稽古はしやすいという不思議な道場でし

た。あとは、この床が何年持ってくれるかが心

配ですが、今後、彼らの手助けとなるのは明ら

かです。当会役員の一人として関与出来たこと

をとても嬉しく思います。

　9月1日(日)は昇級審査会（※マラウイ国内の

み通用するもので剣道8級～2級まで、その生

徒の技術に応じて級を与えるというもの）、外務

大臣表彰状授与式、そして平成23年度2次隊の

フェアウェルを兼ねた壮行試合と、マラウイ剣

道協会にとって、とても内容の濃い一日となり

ました。

　隊員とともに司会進行をして、寒川大使から

表彰を受けている彼らを見ていると、1992年当

時、子供だった生徒たちが死なずに立派に成長

し、仕事に就き、結婚し、家族を養って、そして、

20年以上経った今でも剣道を続けて後輩を育て

てくれている…こんなに嬉しいことはない…と、

とても幸せを感じました。

　

▲ 表彰状授与式で祝辞を述べる寒川大使

▲ 新しくなった床で稽古

マラウイ剣道旅行記 
2013夏

投　稿

▲ 外務大臣表彰状とマラウイ剣道協会会長オースティン・ソンバ氏（中央）

※今回の剣道募金活動の収支報告は以下
の通りです。皆様、御協力に感謝致し
ます。

◎収入 
　現金：シマを食べる会の参加者＋中川の
勤務先より　　計　 160,500円

　その他：中川所属の剣友会、中川、いろ
んな方から防具、竹刀、道着などなど。

◎支出
　海外仕様 垂ネーム 10枚　　　 34,262円 
　ノートパソコン及び周辺機器　 57,236円
　マラウイ剣道協会の旗　　　 14,368円
　つば&つば止め 14セット　       3,080円
　成田への荷物運賃３つ分　      6,300円
 荷物10キロ超過分 空港支払い 5,700円
　　　　　　　　  　　計　120,946円

◎収支差額 :　
　39,554円 + 638円（中川）＝　40,192円 
　　　　　　　　　　　　　→　400ドル
　
余剰金を米ドルに両替してマラウイ剣
道協会に寄付しました。



和泉澤 浩 隊員、杉田かなえ隊員をはじめとする

沢山の剣道サポーター隊員に恵まれ、今は追い

風の中、彼らは剣道を続けていました。良い話ば

かりでなく問題も山積みでしたが、マラウイ剣士

のために今後も日本から出来る範囲の協力を細く

長く続けて行きたいと改めて感じました。滞在中

お世話になった皆様、本当に有難うございました。

■ E-mailアドレス変更
　 当 会 の メ ー ル ア ド レ ス は 平 成 25 年 10 月 1 日 よ り 
japan.malawi@gmail.com だ け に な り ま す。 以 前 の japan-
malawi@auone.jp は9月末で使えなくなりますので、ご注意くださ
い。

■ グローバルフェスタ2013へ出展
　当会は本年10月5-6日に東京・日比谷公園で開かれるグローバル
フェスタ2013（http://www.gfjapan.com/）に出展します。パネル展
示に加え、マラウイの土産物、当会出版物、マラウイ母の会製作のチ
テンジバッグの販売等を行います。皆様のご来場をお待ちしておりま
す。

■ インターネットでラジオ番組
　インターネットでマラウイのラジオ番組を聞くことができます。 
ZODIAK ONLINEというサイトhttp://www.zodiakmalawi.comで画
面右上の「ON LINE RADIO」と書かれたボタンをクリックするとチェ
ワ語のトークやマラウイの音楽が流れてきます。このラジオ局はリロ
ングウェで95.1MHzで放送しているZodiak Broadcasting Station
というFM 局。マイクロソフトの Silverlight というソフトのインス
トー ルが必要ですが、入ってなければダウンロードを促す画面が出て
きます。また、画面の左側ではマラウイのニュースも読めます。

■ KWACHAバックナンバー
　当会は2013年2月26日に設立30周年を迎えましたが、設立時の機
関紙 KWACHA第1号から第50号(今号)までの全バックナンバーを
PDFファイル化し、当会ホームページへ掲載しています。是非ご覧下
さい。http://www.joca.or.jp/malaw/malawi-j.htmから「日本語」を
選択、左端のメニューから「機関紙KWACHA」をクリックすると、右
ページに号数一覧が出てきますので、希望の号数をクリックしてくだ
さい。

■ 日本マラウイ協会の刊行物
(1) 国情紹介誌「Malawi - The Warm Heart of Africa」第2版
　(1994年7月発行)A4版40ページ 1部 1,000円 (送料80円)
(2) マラウイ旅行ガイド新訂第2版(1997年7月発行)「アフリカの暖
かき心、湖とサハンナの大地へ」B5版108ページ 1部 1,200円 (送
料80円)
(3) チェワ語辞典統合改訂2版（2012年9月発行）A5判194ページ 1
部 1,500円（送料80円）
送料は「クロネコヤマトのメール便」扱いで表示しています。上記3
種類を複数冊ご注文の場合は次のとおりてす。
(1)+(2) 各1冊 = 80円
(1)+(3) 各1冊 = 160円

(2)+(3) 各1冊 = 160円
(1)+(2)+(3) 各1冊 = 160円
購入ご希望の方は、本ページ最後の入会方法の欄に記載の銀行口座宛 
に、代金および送料をお送りください。
●送金の前に、必ず注文内容(希望する「刊行物名」、「部数」、「発送先」、
「申込者の氏名、電話番号」)と、どちらの銀行口座に送金するかをメー
ルでご連絡ください。

■ ご意見、ご質問をどうぞ
　日本マラウイ協会に対するご意見、ご要望、ご質問などありましたら、 
下記当協会宛へご遠慮なくお寄せください。また、電子メールによる
マラウイ関連情報の配信も行っておりますので、電子メールアドレス
をお持ちで、ご希望の方は、あわせてご連絡ください。

■ 日本マラウイ協会 月次定例会
　日本マラウイ協会では、原則毎月第3水曜日18:30 ～に、東京都内
（原則：新宿区市谷のJICA地球ひろばセミナールーム）で、月次定例
会を開催し、マラウイ関連の支援活動などについての討議や、マラウ
イ関係者間の情報交換などを行っております。参加は会員でなくても
構いません。初めての方も大歓迎です。詳しくは当協会までお問い合
わせください。

■ 日本マラウイ協会 入会方法等
　入会申込書を当会ホームページからダウンロード（http://
www.h4.dion.ne.jp/̃malawi/application.doc）し、各項記入の上、
E-mail添付で当会へお送り下さい。E-mailで入会希望の旨を連絡くだ
さっても構いません。また、入会金と年会費の合計(個人正会員 の場
合 1,000 円 + 3,000 円 = 4,000 円)を下記のいずれかの銀行口座へ
お送りください。また、継続会員の方の年会費(個人正会員の場合 3,000 
円)は、E-mailでご連絡の上、お送りください。いずれもどちらの口
座に送金するかE-mailでお知らせください。

　〒102-0082 東京都千代田区一番町23番地3　
　　　　　　日本生命一番町ビル5階 
　　公益社団法人 青年海外協力協会 気付　日本マラウイ協会
　TEL: 03-6674-1331　 E-mail: japan.malawi@gmail.com

　（1)三菱東京UFJ銀行　東恵比寿支店　普通口座255739
　　　口座名義：日本マラウイ協会事務局　貝塚光宗

　(2)ゆうちょ銀行　〇一九 店（ゼロイチキユウ店）
　　　当座預金口座 0013125　
　　　口座名義：日本マラウイ協会
　（ゆうちょ銀行から送金する場合は、口座番号：00190-7-13125）

日本マラウイ協会　
2013年3月～2013年8月 　主な活動内容

(1) 2013.3.27 3月定例会、
機関誌kWACHA第49号発行

(2) 2013.4.20-21 協力隊まつり出展

(3) 2013.4.24 4月定例会

(4) 2013.5.18 第31回通常総会

(5) 2013.5.22 5月定例会 

(6) 2013.6.19 6月定例会

(7) 2013.7.13 帰国隊員報告会、国情セミナー、
シマを食べる会 

(8) 2013.7.24 7月定例会

(9) 2013.8.21 8月定例会
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▲寒川大使を囲んで記念撮影


